
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和市 綾瀬市 教育委員会後援 

大和おやこ劇場・第 331回例会(3歳からの低学年)舞台劇 

★2026年２月２３日(月) 14:00開場 14:30開演 ★シリウスメインホール ※上演時間⇒1時間 

ワハハ ウフフ イヒヒ わらいがいっぱい 楽しいむかしばなし 

笑福寺の和尚 明日は花祭りじゃ。村の子ども達がたくさんここにやってくる。楽しい話をたくさ

んしてやらんとな。どの話にしようかな。 

小僧ちんねん あの落語のお話がいいです！知ったかぶりの和尚さんの話！「てんしき」！ 

和尚 わしは「しった」なんてかぶっとらんぞ。それに「てんき」の話がおもしろいのか？ 

小僧もくねん 違いますよ、和尚様、「てんしき」！えらそうにしている和尚さんをギャフンとい

わせるお話！ 

和尚 わしはギャフンなんていわんぞ。それより「三枚のおふだ」のほうが面白いんじゃないのか？ 

小僧しゅうねん 「三枚のおふだ」は山姥の執念がすごいですよね。じゃあ、小僧さんが最後を締

める「てんしき」、そして、和尚さんが最後を締める「三枚のおふだ」、両方やりましょう。 

てなわけで、和尚さんと小僧さんたちは「てんしき」と「三枚のおふだ」のおさらいをすることに

なりました。お芝居ごっこといってもいいでしょう。さて、さて、笑福寺の笑劇場の開幕です！たく

さん笑って、ハッピーな時間をお過ごしください！ 注/以上は台本から抜粋ではありません。 

脚本/宮田恵紀子＆久野由美 構成/松下哲子＆劇団たんぽぽ風組 美術/八木更紗 振付/森谷聖 制作/松下哲子 

【出演】 根津均 宮田恵紀子 森谷聖 山下詩奈 中嶋渓文 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

※大和おやこ劇場（1980年創立）は、優れた舞台芸術の鑑賞を通して子ども達の豊かな心を育む会員制の会です｡

子どもから青年､父母まで800名の会員がいます｡低学年部は３歳からいつでも入会できます｡※入会金200円 会費

(月額)1400円 ※お問合せは⇨大和北部おやこ劇場(南林間)046-276-1395  大和南部おやこ劇場(桜丘)046-269-2247 

★イベット・ハーディ,国際児童青少年舞台芸術協会「子の成長に観劇は不可欠です」国連子どもの権利条約,第 31条⇒休息,遊び,芸術への権利 

和尚さんと小僧さんの昔ばなし 
劇団たんぽぽ 



作品の特色 

【1】表現の多彩さ 

 舞台は笑福寺。和尚「明日は花祭りじゃ。村の子ども達がたくさんここにやってくる。楽しい話を

してやらんとな。どの話にしようかな」 

 花祭りの出し物のリハーサルが舞台で繰り広げられるという趣向です。 

 和尚 小僧ちんねん 小僧もくねん 小僧しゅうねん 寺男まんねんが登場します。 

 てんしきでは和尚が語り、小僧、医者、花屋などはペープサート(立ち絵)で表現されます。 

 三枚のお札では、和尚が山姥を、ちんねんが和尚を、もくねんが小僧を演じます。 

 変化のある舞台です。 

【2】笑い 

始めの歌 笑福寺 笑いで福呼ぶ 笑福寺 ここに来れば エブリデイ 笑いの神様きちゃうぜ 

ポクポク ポクポク なんまいだ なんまいだ なんまいだは 何枚だ？ 笑顔が一番 怒っちゃ 

イヤイヤ 笑う門には福来る 

つらいことも多い世の中だけど、「笑いの時間は、幸せの時間。おおらかな笑いあふれるゆかいなお

芝居を届けたい」という劇団の思いから生まれた作品です。 

【3】知恵のお話 

①子どもの知恵 前半は、落語の「てんしき」が演じられます。相手が子どもだと思って話を適当

にごまかす和尚をこらしめるために、ちんねんがどういう作戦をとるか、見てのお楽しみ。 

➁大人の知恵 後半は、「三枚のおふだ」が演じられます。小僧を追って迫りくる山姥に対して和尚

が豪胆と知恵を発揮します。鮮やかなラストをお楽しみに。 

【4】言葉のリズム、表現の面白さ 

「山の向こうに小さな家があってピカンピカンとあかりが見えた」「雨がふって、雨だれが『テンテ

ンテン、寺の小僧、顔みろ、顔みろ』」「山姥は小僧の腰につけた縄をキツンキツンとひっぱった」等々、

リズミカルな日本語が耳に心地よい舞台。 

いちごさかえたなべのしたガリガリ とっぺんぱらりのプッ とっぺんぱらりのぴい とっぺん

ぱらりのすったごだっごのびい 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

イベット・ハーディ 世界アシテジ(国際児童青少年舞台芸術協会)会長 日本語意訳 森田勝也(日本アシテジ会長) 

何故子どもたちが演劇を観る必要があるのでしょう？⇒心豊かな人間に育つ必要があるからです。そ

れはまた、子どもたちの権利だからです(国連子どもの権利条約第 31条 休息・遊び・芸術への権利)。

演劇は多様な人間を表現し、多様な生き方や考え方を表現します。それを観ることで人間を学び、自

分を振り返り、自分を知り、意欲的に次のステップに自分を成長させることができるのです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

劇団との事前交流会 12 月 8 日(月)10:30～12:30 シリウス 601 劇団からなんと出演者 6 名

をお迎えします！未入会の人も参加できます。お気軽にご来場下さい。保育あり。会場費分担金あり。 

 

おやこ劇場の説明会にお気軽にご参加ください。大和おやこ劇場 検索 

★   月   日（  ）  時  分～  時  分 ★会場⇒ 

★   月   日（  ）  時  分～  時  分 ★会場⇒ 

★あなたのお近くの連絡先⇒（     ）電話（            ） 
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